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今
年
は
初
っ
端
か
ら
雨
に
た
た

ら
れ
、
し
か
も
今
回
は
梅
雨
の

真
っ
最
中
。
お
天
気
に
な
れ
ば
い

い
な
と
随
分
気
を
揉
ん
だ
の
で
す

が
、
丁
度
梅
雨
は
中
休
み
、
二
日

間
な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
、
初
め

て
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
下
草
刈
り

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
駒
ヶ
根
市
の
平
地

林
で
の
伐
木
造
材
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
ま
た
は
仕
事
で
時
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
使
い
ま
す
、
と

い
う
方
も
何
人
も
い
ま
し
た
が

ま
ず
は
基
本
か
ら
。
島
﨑
先
生
が

よ
く
言
わ
れ
る
「
目
立
て
も
で
き

る
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
で
き
る
、

そ
れ
で
初
め
て

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
使

え
る
と
い
う
こ
と
で

す
」
と
な
る
に
は
し

ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

徐
々
に
扱
い
に
慣
れ
、
目
立
て
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
覚
え
て
「
使
え

る
」
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
慣
れ
て
く
れ
ば
仕

事
も
進
み
、
楽
し
さ
も
増
す
と
い

う
わ
け
で
す
。

　
と
は
言
う
も
の
の
や
は
り
エ
ン

ジ
ン
つ
き
刃
物
。
慣
れ
て
き
て
も

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
、
で
す
。
上

手
な
人
ほ
ど
基
本
に
忠
実
な
、
い

わ
ゆ
る
「
理
に
適
っ
た
」
使
い
方

を
す
る
も
の
で
す
。
基
本
を
し
っ

か
り
と
身
に
付
け
れ
ば
、
自
ず
と

自
分
の
型
と
い
う
も
の
も
で
き
て

く
る
は
ず
で
す
。

　
伐
倒
練
習
に
に
手
ご
ろ
な
大
き

さ
の
ヒ
ノ
キ
や
ア
カ
マ
ツ
、
二
、

三
本
は
倒
せ
た
で
し
ょ
う
か
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
使
え
て
も
伐
倒

は
ま
た
別
物
。
地
形
、
樹
種
や
太

さ
、
そ
の
時
の
気
象
条
件
、
そ
し

て
伐
出
す
る
の
か
ど
う
か
等
に

よ
っ
て
も
倒
し
方
が
微
妙
に
異

な
っ
て
き
ま
す
。
回
数
を
重
ね
、

少
し
づ
つ
覚
え
て
い
く
し
か
な
い

で
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
も
同
じ
く
、

基
本
に
忠
実
に
、
で
す
。

　
打
っ
て
変
わ
っ
て
二
日
目
は
単

純
作
業
。
四
月
に
植
え
た
ヒ
ノ
キ

の
子
ど
も
た
ち
は
多
少
枯
れ
て
は

い
た
も
の
の
ま
あ
ま
あ
の
活
着
で

し
た
。
蒸
し
暑
い
中
、
汗
を
拭
き

拭
き
下
草
刈
り
で
す
。
保
科
先
生

が
言
わ
れ
た
よ
う
に
下
草
刈
り
は

い
つ
や
る
か
、
が
一
番
の
問
題
で

す
。
す
っ
か
り
潅
木
や
雑
草
に
覆

わ
れ
た
あ
と
で
は
効
果
半
減
。
早

め
早
め
に
刈
っ
て
あ
げ
て
風
通
し

と
日
当
た
り
を
良
く
し
な
い
と
下

枝
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
場
所

に
よ
り
、
植
え
て
し
ば
ら
く
は
年

二
回
の
下
草
刈
り
が
必
要
な
と
こ

ろ
も
あ
る
と
か
。

　
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
は
十
分

な
愛
情
を
注
い
で
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

通
年
コ
ー
ス
　
第
五
回

通
年
コ
ー
ス
　
第
五
回

通
年
コ
ー
ス
　
第
五
回

通
年
コ
ー
ス
　
第
五
回

通
年
コ
ー
ス
　
第
五
回

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
66666
月月月月月
2020202020
日日日日日
（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

（
金
）

　
　
　
　
伐
木
造
材

　
　
　
　
伐
木
造
材

　
　
　
　
伐
木
造
材

　
　
　
　
伐
木
造
材

　
　
　
　
伐
木
造
材

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
先
生
方
の
あ
い

さ
つ
、
日
程
説
明
。
受
け
口
、

追
い
口
模
型
を
使
っ
て
伐
倒

の
説
明
の
後
、
分
乗
し
て
出

発
99999
時時時時時
5050505050
分分分分分
　
市
開
発
公
社
が
所

有
し
て
い
る
駒
ヶ
根
高
原
の

平
地
林
の
一
角
に
到
着
。
準

備
体
操
の
の
ち
、
四
班
に
分
か

れ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
始
動
、

玉
切
り
の
練
習
。
川
島
班
は
ベ

テ
ラ
ン
が
多
く
、
早
々
に
切
り

上
げ
伐
倒
訓
練
に
入
る
。
後
藤

班
も
つ
づ
く

1212121212
時時時時時
　
昼
食

11111
時時時時時
　
午
後
の
部
開
始
。
椎
原
班

は
慎
重
に
一
本
一
本
ロ
ー
プ

で
引
き
な
が
ら
の
伐
倒
。
そ
こ

こ
こ
で
パ
タ
パ
タ
木
が
倒
れ

る
。
倒
し
た
木
は
西
駒
郷
（
知

的
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
）
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
て
く
だ
さ
る
と

い
う
こ
と
で
、
す
べ
て
2
ｍ
に

玉
切
り
。

　
　
ド
ロ
ン
と
し
た
空
で
わ
ず
か

に
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ

33333
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
本
日
終
了
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
う
回
は
な
ぜ
か

一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
っ
て
し
ま
う

44444
時時時時時
2020202020
分分分分分
　
小
屋
に
戻
り
解
散

ロープを使って思った方向に安全に倒す

ナタのケガは案外多い。添える手要注意

受け口は斜めと水平の終わりを合わせる

チェーンソーの自重で切り進む
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以
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以
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予
定
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回
以
降
の
予
定
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回
以
降
の
予
定
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二
回
開
催
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門
コ
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ス
第
二
回
開
催
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門
コ
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ス
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二
回
開
催
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門
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二
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催
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門
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二
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催
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保
科
先
生
の
お
膝
元
、
長
谷
村

の
鹿
嶺
高
原
で
行
い
ま
す
。

　「
鹿
嶺
高
原
（
か
れ
い
こ
う
げ

ん
）
は
、
伊
那
山
地
の
中
腹
に
広

が
る
標
高
１
，
８
５
２
ｍ
の
高

原
。
目
前
に
南
ア
ル
プ
ス
の
仙
丈

ケ
岳
・
東
駒
ケ
岳
・
鋸
岳
が
迫
り
、

中
央
ア
ル
プ
ス
や
遠
く
北
ア
ル
プ

ス
連
峰
ま
で
が
一
望
で
き
る
３
６

０
度
の
絶
景
が
味
わ
え
ま
す
」

（
長
谷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）　

　
展
望
を
さ
え
ぎ
る
少
し
込
み
す
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六
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下
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刈
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下
草
刈
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
先
生
方
の
あ
い

さ
つ
、
日
程
説
明
。
昨
日
で
き

な
か
っ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
目
立
て
を

班
ご
と
に
や
っ
て
も
ら
う
。

よ
く
切
れ
る
時
の
感
触
を
覚

え
て
お
い
て
、
切
れ
な
い
と

思
っ
た
ら
こ
ま
め
に
目
立
て

を
し
ま
し
ょ
う
。
や
す
り
は

真
っ
直
ぐ
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧

に
。

　
　
お
っ
と
出
か
け
る
時
間
だ
、

早
く
腰
を
上
げ
て

1010101010
時時時時時
2020202020
分分分分分
　
西
春
近
に
あ
る
下

殿
島
区
有
林
着
。
今
年
と
去

年
植
林
し
た
と
こ
ろ
の
下
草

刈
り
。
草
木
が
植
栽
木
を
覆

い
隠
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

保
科
先
生
の
ご
指
導
の
あ
と

縞
の
間
に
散
ら
ば
っ
て
開
始
。

造
林
鎌
と
手
鎌
の
作
業
で
し

た
が
さ
す
が
に
大
人
数
。
七

反
部
の
大
方
を
刈
り
終
え
た

1212121212
時時時時時
　
昼
食
　
天
気
は
ま
あ
ま

あ
。
木
陰
に
そ
よ
風
が
吹
い

て
い
い
気
持
ち
。
う
と
う
と

11111
時時時時時
　
こ
こ
は
15
年
程
前
の
山
林

火
災
跡
地
。
い
ま
ま
で
手
付

か
ず
で
い
た
の
で
多
種
の
広

葉
樹
が
び
っ
し
り
生
え
て
い

る
。
島
﨑
先
生
が
主
な
も
の

を
説
明
し
て
く
れ
た
。
エ
ゴ

ノ
キ
、
ク
ロ
モ
ジ
、
リ
ョ
ウ

ブ
、
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
、
タ
ラ
ノ

キ
な
ど
の
潅
木
が
ほ
と
ん
ど

で
、
材
と
し
て
有
用
な
も
の

は
ク
リ
、
コ
ナ
ラ
、
サ
ク
ラ
類

く
ら
い
だ
が
量
的
に
は
少
な

く
、
こ
の
ま
ま
で
有
用
広
葉

樹
林
に
誘
導
す
る
の
は
少
し

難
し
い
、
と
い
う
ご
意
見
で

し
た
。

　
　
坂
野
に
よ
る
刈
り
払
い
機
の

デ
モ
の
あ
と

11111
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
来
年
の
植
林
予
定

地
で
の
地
ご
し
ら
え
体
験
。

潅
木
を
刈
っ
た
り
、
枝
条
な

ど
を
片
づ
け
て
、
林
地
を
植

林
が
で
き
る
状
態
に
す
る
事

を
地
ご
し
ら
え
と
い
い
ま
す

が
、
今
日
は
刈
ら
れ
た
潅
木

で
縞
作
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
く

り
」
の
作
業
で
す
。
急
傾
斜
地

で
束
ね
ら
れ
た
潅
木
に
足
を

取
ら
れ
て
、
自
分
が
縞
の
一

部
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
、
結
構
ハ
ー
ド
な
仕
事

で
す
。
大
汗
で
す
。
縞
と
縞
の

間
隔
は
植
え
る
べ
き
苗
の
間

隔
の
倍
数
に
な
る
と
の
こ
と
。

　
　
木
村
さ
ん
、
一
人
で
頑
張
っ

て
な
い
で
も
う
あ
が
る
よ
。

22222
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
現
場
終
了
。
小
屋
に

戻
る

33333
時時時時時
　
小
屋
着
。
鎌
の
研
ぎ
方
の

保
科
先
生
の
説
明
。「
こ
う
い

う
向
き
に
抑
え
て
い
な
い
と

手
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
ね｣

あ
れ
、
井
伊
さ
ん
大
丈

夫
？

　
　
自
分
の
使
っ
た
鎌
を
き
れ
い

に
研
い
で

44444
時時時時時
　
終
了
、
解
散
　

参
加
者
／
相
内
さ
ん
、
阿
部
さ

ん
、
井
伊
さ
ん
、
岡
崎
さ
ん
、

小
栗
さ
ん
、
椎
名
さ
ん
、
園
田

さ
ん
、
滝
口
さ
ん
、
武
田
さ

ん
、
永
井
さ
ん
、
西
村
さ
ん
、

日
比
野
さ
ん
、
茂
籠
さ
ん
、
矢

島
さ
ん
、
木
村
さ
ん
、
斉
藤
さ

ん
、
風
見
さ
ん
、
長
坂
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ぎ
た
頂
上
の
樹
林
の
間
伐
で
す
。

傾
斜
も
そ
こ
そ
こ
。
村
営
の
簡
易

宿
泊
施
設
を
お
借
り
し
、
三
日
間

の
合
宿
に
な
り
ま
す
。
真
夏
で
も

冷
え
ま
す
の
で
夜
の
防
寒
対
策
は

し
っ
か
り
と
。
寝
具
は
借
り
れ
ま

す
が
（
有
料
）、
シ
ュ
ラ
フ
等
あ
れ

ば
持
参
く
だ
さ
い
。

　
初
日
は
先
生
方
の
ご
担
当
で

す
。

第
七
第
七
第
七
第
七
第
七･･ ･･･

八
回
八
回
八
回
八
回
八
回

　　　　　
77777
月月月月月
1818181818･･ ･･･

1919191919
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金･･ ･･･

土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
間
　
　
伐

　
　
　
間
　
　
伐

　
　
　
間
　
　
伐

　
　
　
間
　
　
伐

　
　
　
間
　
　
伐

　　　　　　　　　　
前
回
覚
え
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
っ
て
い
よ
い
よ
間
伐
で
す
。
調

査
、
診
断
し
、
方
針
を
決
め
た
後
、

伐
倒
に
入
り
ま
す
。
二
日
間
で
そ

の
一
連
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

8
時
30
分
島
﨑
先
生
の
小
屋
集

造林鎌部隊が縞に沿って進む

材として使える広葉樹が意外と少ないですね

公園の小川が鎌研ぎ教室になった

刈り足を大きく残さないように
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合
。
場
所
未
定
。
18
日
は
島
﨑
先

生
、
19
日
は
保
科
先
生
の
担
当
で

す
。

　
初
日
の
夕
方
、
希
望
者
で
恒
例

の
暑
気
払
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
実

費
必
要
。
幹
事
さ
ん
募
集
中
。

　集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

集
中
コ
ー
ス
夏
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
77777
月月月月月
3131313131
日日日日日
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木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
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〜

　
　
　
〜

　
　
　
〜

　
　
　
〜
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88888
月月月月月
22222
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
エ
キ
ス
を
集

め
た
三
日
間
の
コ
ー
ス
で
す
。
樹

木
分
類
、
測
樹
か
ら
間
伐
ま
で
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
先
生

方
の
ご
担
当
は
7
月
31
日
の
初
日

で
す
。

　
た
だ
今
塾
生
募
集
中
。
締
め
切

り
7
月
10
日
（
木
）。
Ｋ
Ｏ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま

す
。

第
九
第
九
第
九
第
九
第
九･･ ･･･

十
回
十
回
十
回
十
回
十
回

　　　　　
88888
月月月月月
2222222222･･ ･･･

2323232323
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金･･ ･･･

土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
伐
　
　
出

　
　
　
伐
　
　
出

　
　
　
伐
　
　
出

　
　
　
伐
　
　
出

　
　
　
伐
　
　
出

　　
間
伐
で
倒
し
た
木
は
で
き
れ
ば

山
か
ら
出
し
て
利
用
し
た
い
も
の

で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
出
し
」
の
技

術
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
覚
え
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
伐
倒
し
た
後
、

携
帯
ウ
ィ
ン
チ
や
林
内
作
業
車
な

ど
に
よ
る
出
し
の
作
業
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
す
。
場
所
未
定

　
塾
生･

Ｏ
Ｂ･
ス
タ
ッ
フ
・
講
師

の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
昨
年

の
秋
の
集
中
コ
ー
ス
以
来
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
通
年
コ
ー
ス
生
の

小
栗
文
夫
で
す
。

　
四
月
か
ら
毎
月
伊
那
を
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
び
に
、
今

度
は
ど
ん
な
作
業
が
や
れ
る
の

か
、
何
が
学
べ
る
の
か
（
苦
手
な

数
字
い
じ
り
以
外
は
）
胸
を
は
ず

ま
せ
て
実
習
に
講
義
に
臨
ん
で
い

ま
す
。
四
月
・
五
月
の
講
座
も
期

待
ど
お
り
の
充
実
し
た
中
身
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
満
足
し
て
い

ま
す
。

・
私
の
今
の
仕
事

　
私
は
ふ
だ
ん
は
東
京
の
隣
町･

千
葉
県
市
川
市
に
住
み
、
こ
こ
十

年
あ
ま
り
雇
わ
れ
作
業
員
と
し
て

ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
清
掃
を
本
業
に

し
て
い
ま
す
。
都
内
や
神
奈
川
県

内
の
現
場
に
出
向
く
事
が
多
い
で

す
。

　
最
近
で
は
仕
事
に
も
慣
れ
、
体

力･

筋
力
的
に
乏
し
い
な
が
ら
も

楽
し
く
作
業
で
き
る
事
が
多
い
で

す
。
で
も
、
そ
う
な
っ
て
み
て
あ

ら
た
め
て
自
分
の
仕
事
を
振
り
返

る
と
、
働
い
た
結
果
が
働
き
か
け

た
相
手
（
ビ
ル･

窓
ガ
ラ
ス
）
か
ら

返
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
気
に
な
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
そ
し
て｢

や
っ
ぱ
り
自
然
を
相

手
に
す
る
仕
事
が
し
た
い
な
あ｣

と
思
い
ま
し
た
。
も
う
二
十
年
以

上
も
前
の
学
生
時
代
に
、
み
か
ん

栽
培
や
酪
農
な
ど
の
手
伝
い
を
し

た
経
験
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は

そ
の
よ
う
な
第
一
次
産
業
の
ほ
う

が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
事
も

あ
っ
た
の
で

す
。

　
け
れ
ど

も
、
ゼ
ロ
か

ら
始
め
る
事

の
困
難
さ
に

精
神
的
に
勝

て
ず
、
時
代

の
趨
勢
に
流

さ
れ
る
よ
う

に
生
き
て
き

て
し
ま
い
ま

し
た
。
で
も
、
そ
れ
は
私
が
積
極

的
に
選
び
と
っ
た
道
で
は
な
か
っ

た
以
上
、
い
つ
か
否
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
よ
う
な
生
き
方

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
発
想
の
原
点
を
た
ど
る
　
　
　

　
　
私
の
体
験
的
世
界
観

　
私
が
、
も
の
ご
こ
ろ
の
つ
い
た

四
歳
か
ら
、
中
学
一
年
ま
で
の
一

九
六
〇
年
代
に
住
ん
だ
の
は
、
福

岡
県
の
南
端
の
大
牟
田
と
い
う
炭

鉱･

工
業
都
市
で
し
た
。
そ
こ
で

目
に
入
っ
て
き
た
も
の
は
、
労
働

災
害(

事
故)

と
公
害
と
い
う
ツ
ケ

を
労
働
者
と
住
民
に
押
し
つ
け

て
、
強
引
に
進
め
ら
れ
て
い
る

｢

高
度
経
済
成
長｣

と
い
う
現
実
で

し
た
。
数
々
の
悲
惨
な
出
来
事
を

目
の
当
た
り
に
し
、
子
供
心
に
大

人
の
や
っ
て
い
る
社
会
に
対
し
根

強
い
不
信
と
不
安
感
を
刻
み
込
ま

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
七
〇
年
に
は
横
浜
へ
一

家
で
移
転
し
た
の
で
す
が
、
当
時

の
京
浜
地
区
は
産
業
界
の
公
害
対

策
の
遅
れ
か
ら
大
気
汚
染･

水
質

汚
濁
と
も
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
頃

で
、
激
増
す
る
自
動
車
交
通
に
よ

る
排
出
ガ
ス
汚
染
も
深
刻
化
し
て

い
ま
し
た
。
大
規
模
開
発
や
空

港･
自
動
車
道
路
建
設
を
は
じ
め

と
す
る
諸
々
の
社
会
資
本
の
整
備

も
、
充
分
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
つ

く
る
手
段
を
欠
い
た
ま
ま
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
、
今
日
に
至
る
資

源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
用
す
る
現

代
化･

都
市
化
し
た
社
会
を
か
た

ち
づ
く
る
基
礎
固
め
が
進
ん
だ
時

期
で
し
た
。

　
せ
っ
か
く
移
り
住
ん
だ
家
も
、

数
年
後
に
は
、
自
動
車
道
路
建
設

の
た
め
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
経
験
も
あ
り
ま
し
た
。

　
十
代
ま
で
の
う
ち
に
こ
の
よ
う

な
経
験
を
経
て
き
た
お
か
げ
で
、

私
の
中
に
既
存
社
会
や
大
人
た
ち

に
対
す
る｢

批
判
精
神｣

が
養
わ
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
に
か

く
、
自
分
が
公
害
を
出
す
側
に
ま

わ
る
こ
と
は
拒
否
し
た
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
環
境
を
破

壊
し
、
市
民
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

シ
ス
テ
ム
を
、
変
え
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

・
試
行
錯
誤

　
幸
い
、
同
じ
よ
う
に
こ
れ
以
上

の
人
権
侵
害･

環
境
破
壊
を
な
ん

と
か
や
め
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
仲
間
が
い
て
、
一
緒
に

調
査
や
勉
強
を
し
た
り
、
地
域
の

運
動
体
と
の
交
流
や
、
道
路
建
設

計
画
の
中
止
を
求
め
て
訴
訟
を
起

こ
し
た
り
と
、
反
公
害
の
活
動
を

数
年
間
続
け
ま
し
た
。

　
先
述
し
た
農
業
体
験
も
、
そ
の

時
の
仲
間
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

実
現
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

は
、
都
市
生
活
し
か
知
ら
な
か
っ

た
私
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な

い
体
験
で
あ
る
と
と
も
に
、
ひ
と

つ
の
“
可
能
性
”
と
し
て
深
く
心

に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
一
方
で
は
止
ま
る
こ

と
を
知
ら
な
い
か
の
よ
う
な
産
業

活
動
の
結
果
、
公
害
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
生
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
社
会
。
私
の

心
の
中
で
は
、
厳
し
い｢

現
実｣

に

対
し
て
理
想
的
な｢

ユ
ー
ト
ピ
ア｣

を
描
こ
う
と
し
て
、
理
念
同
士
の

せ
め
ぎ
あ
い
が
起
き
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
結
果
的
に
は
、｢

反
公
害｣

の
活

動
は
、
残
念
だ
け
ど
労
多
く
あ
ま

り
具
体
的
な
力
に
は
な
ら
な
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン

の
提
示
や
、
新
た
に
作
り
出
す
べ

き
も
の
が
何
な
の
か
、
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
若
く
て
何
も
も
た
な

い
当
時
の
私
は
、
自
分
の
非
力
に

苦
し
み
、
手
が
か
り
を
つ
か
め
な

い
ま
ま
悩
ん
で
い
た
の
で
し
た
。

こ
う
し
て
、
私
の
社
会
人
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
は
、
挫
折
感･

敗
北

感
を
持
っ
た
ま
ま
、
生
活
の
た
め

に
就
職
し
て
い
く
と
い
う
形
に
な

り
ま
し
た
。

・
働
き
方
を
選
び
な
お
す
こ
と

　
こ
の
間
、
何
回
か
仕
事
を
変
え

た
り
も
し
、
い
ろ
い
ろ
ま
わ
り
道

を
し
て
き
た
私
で
す
が
、
三
年
前

に
父
が
亡
く
な
り
、｢

家｣

の
重
荷

が
軽
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
自
分

の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
も
う
少
し

私にとって私にとって私にとって私にとって私にとって「「「「「仕仕仕仕仕事事事事事」」」」」とは…？とは…？とは…？とは…？とは…？
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あ
っ
た
は
ず
…
。」
と
思
い
つ
つ

も
、
こ
の
斜
面
を
降
り
て
ま
た

登
っ
て
く
る
気
に
は
と
て
も
な

れ
な
い
わ
け
で
、
ゆ
え
に
常
に
少

し
多
め
に
飲
み
物
を
担
ぎ
あ
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ち
な
み
に
う
ち
の
組
の
ト
ッ

プ
は
、
某
Ｉ
氏
の
２
．
５
リ
ッ
ト

ル
で
す
。（
重
た
い
と
思
い
ま
す

よ
…
）

汗
と
恥
　
　
か
い
た
分
だ
け
　

　
報
わ
れ
て
　
　
　
　
　
嘘
子

◆
お
わ
り
に
◆
　

　
梅
雨
入
り
し
て
し
ば
ら
く
経

つ
の
に
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
ら

な
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
今
朝

は
通
勤
時
間
帯
の
一
時
間
ほ
ど

土
砂
降
り
で
し
た
。
塾
の
日
に
降

ら
れ
る
の
は
し
ば
ら
く
ご
勘
弁

願
い
た
い
け
れ
ど
、
や
は
り
梅
雨

時
に
は
そ
こ
そ
こ
雨
に
は
降
っ

て
も
ら
わ
な
い
と
稲
や
ナ
ス
や

き
ゅ
う
り
が
育
ち
ま
せ
ん
し
、
夏

に
は
水
不
足
に
な
っ
て
し
ま
い

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、
ご要望、事務局まで。
TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
ki-hayakawa@koanet.co.jp
sh-sakano@koanet.co.jp
mi-tsuboki@koanet.co.jp
携帯:090-4463-0062（開催日）
H.P.http://www.koanet.co.jp

ま
す
。

　
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
杉
林
に
そ

ぼ
降
る
雨
の
風
情
は
な
ん
と
も
い

え
ま
せ
ん
。
下
生
え
に
咲
く
コ
ア

ジ
サ
イ
の
落
ち
着
い
た
柔
ら
か
な

青
。
雨
の
日
も
そ
れ
な
り
に
い
い

も
の
で
す
。

　
さ
て
昨
年
ま
で
森
林
塾
の
間
伐

等
で
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
ま

す
み
ヶ
丘
の
平
地
林
。
昨
年
オ
オ

タ
カ
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
て
、
今

年
は
少
な
く
と
も
雛
が
巣
立
つ
ま

で
は
手
を
つ
け
な
い
で
い
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
伐
倒
な
ど
は

避
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
平
地
林
、
伊
那
市
が
森
林

公
園
化
を
目
指
し
て
山
林
の
買
収

や
管
理
委
託
を
請
け
負
っ
た
り
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿

の
指
針
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
島
﨑
先
生
を
は
じ
め
と
し

た
メ
ン
バ
ー
を
集
め
検
討
会
が
開

催
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
森

林
塾
と
し
て
も
関
わ
り
の
深
い
平

地
林
で
す
。
こ
ん
な
山
に
な
れ
ば

い
い
な
と
い
う
よ
う
な
案
が
あ
り

ま
し
た
ら
早
川
ま
で
お
教
え
く
だ

さ
い
。

　

     

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
梅
雨
明
け
は
ま
だ
で
す
が
、
暑

く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
山
で
仕

事
を
し
て
い
て
も
、
少
し
動
く
だ

け
で
も
う
汗
だ
く
で
す
。

　
汗
を
か
く
と
、
ど
う
し
て
も
欲

し
く
な
る
の
が
水
分
。
麦
茶
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、
氷
水
に
熱
い

お
茶
等
と
、
各
自
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
が
、
問
題
は
そ
の
量
。

仕
事
中
に
手
元
の
飲
み
物
が
無
く

な
っ
た
時
の
せ
つ
な
さ
は
、
筆
舌

に
つ
く
せ
ま
せ
ん
。

　
「
車
に
帰
れ
ば
ま
だ
麦
茶
が

し
っ
か
り
考
え
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　
気
持
ち
の
上
で
も
納
得
で
き

て
、
自
分
の
力
を
存
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
な
仕
事
。
で
き
れ
ば
環

境
破
壊
で
は
な
く
、
環
境
を
豊
に

す
る
方
向
の
仕
事
。
理
想
を
言
え

ば
、
働
く
こ
と
で
自
分
も
対
象
も

元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
仕
事
。
そ

れ
は
、
な
ん
と
な
く
直
感
的
に

｢

林
業｣

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
①
私
の
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事

は
、
林
業
の
あ
り
よ
う
に
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
②
山
に
入
る
こ

と
に
興
味
が
あ
る
。
③
歩
く
こ
と

が
大
好
き
で
あ
る
。
④
高
所
作
業

の
プ
ロ
で
あ
る
。
…
…
こ
の
よ
う

な
点
を
め
い
っ
ぱ
い
ひ
い
き
目
に

み
て
、
あ
と
は
技
術
と
知
識
で
補

え
ば
、
こ
ん
な
私
で
も
な
ん
と
か

新
し
い
世
界
に
参
加
で
き
る
の
で

は
と
、
自
分
な
り
に
大
胆
に
発
想

し
ま
し
た
。
田
舎
暮
ら
し
の
経
験

の
な
い
私
に
は
、
学
ぶ
場
が
必
要

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、｢

森
林

塾｣

に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
塾
に
集
う
方
々
を
み
る

と
、
皆
さ
ん
非
常
に
大
胆
に
生
き

方
を
変
え
て
来
て
お
ら
れ
る
よ
う

で
、
び
っ
く
り
し
、
励
ま
さ
れ
ま

す
。
そ
う
い
う
先
達
に
学
ば
せ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
、
ひ
と

つ
で
も
ふ
た
つ
で
も
作
り
出
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
樹
木
の
間
に
入
る
と
、
気
持
ち

は
落
ち
つ
き
、
す
が
す
が
し
く
な

り
ま
す
。
切
れ
た
青
少
年
も
、
悩

み
を
持
つ
青
少
年
も
木
々
の
間
に

入
る
と
、
元
の
明
る
い
元
気
な
子

ど
も
に
戻
っ
て
い
く
事
例
を
い
く

つ
か
聞
い
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
も
森

林
浴
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
木
は
雨
を
し
っ
か
り
と

吸
い
こ
み
、
山
の
ダ
ム
と
し
て
水

を
た
め
こ
み
、
少
し
づ
つ
川
に
流

し
て
く
れ
る
の
で
、
私
た
ち
は
い

つ
で
も
飲
み
水
が
得
ら
れ
る
の
で

す
が
、
山
を
失
っ
た
国
で
は
降
っ

た
雨
は
一
挙
に
海
に
流
さ
れ
て
し

ま
い
、
水
不
足
で
農
作
業
は
で
き

ず
、
食
糧
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
緑
い
っ
ぱ
い
の
国
で
す

が
、
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
手
入
れ
が
ゆ
き
と
ど
か
ず
、

荒
れ
た
山
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
十

数
年
が
た
ち
ま
す
が
、
い
ま
だ
自

分
の
山
も
手
入
れ
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
猫
の
ひ
た
い
程
の
山
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
山
の
管
理
を

ど
の
よ
う
に
し
よ
う
か
と
い
う
の

が
、
私
の
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
公
務
員
と
し
て
の

仕
事
に
お
わ
れ
て
い
る
間
は
、
腰

を
す
え
て
山
を
見
つ
め
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
退
職
し
た
今
、
や
っ
と
山
に
向

き
合
う
時
が
来
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
の
が
現
実
で
す
。
た
だ
、
山
林

の
手
入
れ
が
な
さ
れ
ず
、
そ
れ
が

自
然
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
人
の
た

め
に
も
良
く
な

い
こ
と
は
聞
い

て
い
ま
す
の
で
、

地
主
と
し
て
何

と
か
し
た
い
と

思
う
の
で
す
が

こ
れ
と
い
っ
た

答
え
が
な
い
の

で
す
。
そ
こ
で
、

今
回
の
森
林
塾

入
塾
と
な
り
ま

し
た
。
入
っ
た

樹木よありがとう樹木よありがとう樹木よありがとう樹木よありがとう樹木よありがとう
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ば
か
り
の
私
は
、
こ
れ
か
ら
こ
れ

か
ら
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
世
の
中
に
は
、
言
葉
で
は
立
派

な
こ
と
は
言
え
て
も
、
行
動
が
と

も
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
は
、
実
際
に
山
の
管
理
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め

て
、
山
の
こ
と
を
少
し
は
知
っ
て

い
ま
す
と
言
え
る
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
黙
っ
て
私
た

ち
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る

樹
木
に
感
謝
し
、
恩
返
し
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。


